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放射線業務従事者教育訓練講習会（新規申請者）



Prof. Dr. Wilhelm Conrad Röntgen, 8. November 1895 

http://www.wilhelmconradroentgen.de/

放射線（Ｘ線）を発見したレントゲン博士

Dr. Rontgen discovered X-ray in 1895
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1896年 ウラン化合物の放射線を発見。
自然物にも未知の放射線を出しているものがあることがわかった。

フランスの物理学者アンリ・ベクレル 
Henri Becquerel 

放射能の単位であるベクレルは彼の名前に由来している

Dr. Marie and Pierre Curie at the laboratory in 1896.

Ｘ線が発見された当初は、放射線が人体に障害を及ぼすことは知
られていませんでした。しかしそれからまもなく多くの障害が出
るようになり、生物への影響の研究も進んできました。

マリーキュリー
66歳で白血病が原因で死
亡 

http://en.wikipedia.org/wiki/Image:Henri_Becquerel.jpg
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線形加速器
同軸のシリンダー状の高周波加速管を直線状に配列



サイクロトロン
周波数固定サイクロトロン

陽子・重陽子 25MeV
α線 50MeV
連続的に粒子を加速

周波数を変調させるサイクロトロン

陽子 数十MeV～数百MeV
パルス状のビーム

磁場の強さ変調させるサイクロトロン

陽子 ～百MeV
連続ビーム



シンクロトロン
リング状に磁石を配置し、粒子の加速に合わせて磁場の強さ
を変化させるとともに、加速周波数を変化させて、粒子ビー
ムの軌道半径を一定に保つ
パルス状のビーム



光子線源

核反応による光子

3H(p,γ)4He  21.6MeV
7Li(p,γ)8Be 
14.8,17.6MeV

制動放射による光子

連続エネルギー

シンクロトロン放射による
光子

８
GeV

1GeV



次世代放射光施設「NanoTerasu（ナノテラス）」





霧箱観察（放射線が飛ぶ様子）





霧箱観察（放射線が飛ぶ様子-遮へいあり）



放射線の性質（距離による減衰）



放射線の性質（遮へいの効果）





小さな単位
（ex.原子１個を数える）

大きな単位
（ex.人は３７兆個の細胞でできている）

M(106),G(109),T(1012),P(1015),E(1018) m(10-3),μ(10-6),n(10-9),p(10-12)

(8766 h/y)

1 mSv/y

0.114μSv/h













環境中に存在する放射性核種

• 天然放射性核種（Natural radionuclides)

・238U,235U,232Th壊変系列
226Ra,222Rn,220Rn,210Pb,210Po・・・

  ・40K,87Rb,187Re・・・

  ・宇宙線との相互作用
3H,14C,7Be,10Be,32P,33P,35S,36Cl・・

• 人工放射性核種（artificial radionuclides)
3H,14C,90Sr,137Cs・・

核燃料サイクル、福島原発事故等から



140億年（0.796）

7億年（0.011）

475億年

カリウム39   93.3％
カリウム40     0.012％
カリウム41     6.7％

（0.086）



238U 234U

232Th 228Th

230Th

222Rn 220Rn

ラドン

ラジウム



D (nGy/h)=13.0CK(%)+5.4CU(ppm)+2.7CTh(ppm)

土壌中のK、U、Th濃度から計算







宇宙線（銀河宇宙線と太陽宇宙線）
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国際宇宙ステーション

0.5‐１mSv/日

月面

420mSv/年

火星往復

  660mSv





宇宙線生成放射性核種(宇宙線が大気とぶつかってできる）
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核 種 半減期 標的元素 核 種 半減期 標的元素

10Be 2.5x106 y N, O 37Ar 35.1 d Ar

26Al 7.4x105 y Ar 33P 24.4 d Ar

36Cl 3.08x105 y Ar 32P 14.28 d Ar

81Kr 2.1x105 y Kr 28Mg 21.2 h Ar

14C 5730 y N, O 24Na 14.96 h Ar

32Si 700 y Ar 38S 2.87 h Ar

39Ar 269 y Ar 31Si 2.62 h Ar

3H 12.262 y N, O 18F 109.7 m Ar

22Na 2.62 y Ar 39Cl 55.5 m Ar

35S 87.9 d Ar 38Cl 37.29 m Ar

7Be 53.6 d N, O 34mCl 31.99 m Ar



人工放射性核種
• 核実験に起因する放射性核種

3H, 14C, 137Cs, 95Zr, 90Sr, 106Ru, 144Ce・・・

1945-1980 大気圏内核実験 計423回

• 核燃料サイクルに起因する放射性核種
222Rn, 3H, 14C, 希ガス、ヨウ素

• その他の放射性核種

      一般消費財

44気象研究所レポートから引用





4.7

（2020年）より作成



0.072μSv/h





放射線の利用形態

［医療分野］ 　　

Ｘ線 Ｘ線透視、レントゲン撮影、Ｘ線ＣＴ検査

Tc-99m（Mo-99） 血液の流れや臓器（肝臓、肺など）の診断（人体に投与）

I-123､131 甲状腺の診断（人体に投与）

I-125 採血した血液中の甲状腺刺激ホルモンの定量

P-32等各種ＲＩ 新薬開発

S-35 遺伝子工学におけるＤＮＡ塩基配列の解析

(農業分野等でも利用）

Co-60 人工臓器、医療用具(注射針等)、実験動物用飼料の滅菌

Co-60､Cs-137､Ir-192、

直線加速装置
がん等の放射線治療

［工業分野］ 　　

Ir-192 非破壊検査（ジェットエンジンのタービン等の検査）

Cs-137､Kr-85 厚さ計（鉄板、紙、ゴム等の厚さ管理など）

Co-60､Cs-137 液面計、レベル計（タンク内の原料の定量）

Am-241 硫黄計（重油や石油製品中の硫黄含有量の測定）

電子線 電線被服材の耐熱性向上、タイヤの成形加工



放射性同位元素等（放射性同位元素（RI)、放射線発生装置）から発生する
放射線は、医療、工業、農業、環境、生活等の分野で幅広く利用されている。

［農業分野］ 　　

Co-60 品種改良（イネ「レイメイ」、ダイズ「ライデン」）

Co-60 ウリミバエの根絶（サナギに照射し不妊化）

Co-60 食品照射（じゃがいもの発芽防止）

［環境分野］ 　　

Ni-63
水中や大気中の微量有害物質（PCB、有機水銀など）の

測定（ガスクロマトグラフィ）

［生活分野、その他］ 　　

Kr-85､Pm-147 蛍光灯のグロー放電管

Am-241 煙感知器

C-14 年代測定





陽子線治療
重粒子線（炭素イオン）治療

中性子捕捉療法(BNCT) boron neutron capture therapy
1.BNCTの原理

BNCTは、腫瘍細胞に取り込まれたホウ素（10B）と中性子との核反応により発生する強力な粒子線
（アルファ線、7Li粒子）によって治療を行います。用いられる中性子は、ホウ素（10B）との反応断面積
が大きな熱中性子をはじめとする低エネルギーの中性子です。



α線内用療法
甲状腺がん I-131治療
B細胞性リンパ腫 Y-90放射免疫療法
有痛性骨転移 Sr-89疼痛緩和療法
去勢抵抗性前立腺癌骨転移治療 Ra-223











DNA
（二重らせん構造）

塩基

A          T

G          C

放射線によるＤＮＡの損傷

二本鎖切断

一本鎖切断
塩基損傷

生体を構成する元素

e-

直接作用

α線, 重イオン線,
中性子線

（高LET放射線）

まれに

Ｘ線, γ線, β線
（低LET放射線）

H2O

e-

フリーラジカル

間接作用

大部分が



損 傷 損傷数／細胞／日

塩基損傷 20,000

一本鎖切断 50,000

二本鎖切断 10

自然発生のＤＮＡ損傷数



















1.8

1.4

1.19

1.08

検出困難
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放射線に関わる法令

(1) 原子力基本法

(2) 放射性同位元素等の規制に関する法律 (放射性同位元素等規制法)

(3) 原子炉等規制法

(4) その他

【人に関する法令】

① 労働安全衛生法(電離放射線障害防止規則)

② 国家公務員法(人事院規則)

【医療に関する法令】

① 医療法(医療法施行規則)

② 薬機法(薬機法施行規則)

【運送に関する法令】

① 事業所外運搬告示(運搬物に関する基準)

  ② 放射性同位元素等車両運搬規則(運搬する車両に関する基準)



Radio Isotope(RI)

放射線に関わる法令

原子力基本法
（昭和30年12月19日公布）

平和利用・安全確保

硝酸ウラニル・硝酸トリウム等

原子炉等規制法
核原料物質・核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律

(昭和32年6月10日公布)

放射性同位元素等規制法
放射性同位元素等の規制に関する法律

(昭和32年6月10日公布)



各事業所ごとに放射線障害予防規程を作成する。

放射線に関わる法令

放射線障害予防規程
● 放射線利用は医療利用から工業利用と、幅が広く、多種多様

 → 法令だけで全ての放射線施設を規制することは困難であり、
  各放射線施設に適したRI・放射線の利用方法に即した放射線
  管理の基準が必要 

http://www.med.oita-u.ac.jp/rpp/committee/radiation.html

ICRP（世界）

放射性同位元素等規制法（日本）

放射線障害予防規程（大分大学）

法令等の関係



●放射性同位元素の使用・販売・廃棄その他の取扱い、放射線発生装置の
使用及び放射性同位元素によって汚染されたものの廃棄その他の取扱い
を規制することにより、放射線障害を防止し、及び特定放射性同位元素
を防護して、公共の安全を確保することを目的とする。

放射性同位元素等規制法

●放射線施設に対する基準

→事業者の遵守事項

●安全管理に関する基準(人の行動などに関連した規則)

→放射線業務従事者の遵守事項

→教育訓練、健康診断、被ばく線量測定、放射線障

害のおそれのある場所についての放射線の量の測定など

法の目的

法の基準



►放射線・放射性同位元素（Radio Isotope）

►管理区域

►放射線業務従事者

►教育訓練

►健康診断

►被ばくモニタリング

放射性同位元素等規制法



法令上の放射線の定義

電磁波または、粒子線のうち、直接または、

   間接的に空気を電離する能力を有するもの

 

(1) アルファ線、陽子線その他の

重荷電粒子線およびベータ線

(2) 中性子線

(3) ガンマ線及び特性エックス線

(4) 1メガ電子ボルト(1MeV)以上の

      電子線およびエックス線

放射線

法が規制するもの (放射線源)

① 放射性同位元素 RI

② 放射線発生装置



放射性同位元素

放射線を放出する同位元素及びその化合物並びに

含有物(機器に装備されているものを含む)で、そ

の数量及び濃度が種類ごとに原子力規制委員会が

定める数量(下限数量)を超えるもの。

放射性同位元素

放射性同位元素等規制法の適用除外の放射性物質

1. 原子力基本法に規定する核燃料物質及び核原料物質
   （原子炉の核燃料、天然ウラン、劣化ウラン、トリウム化合物）

2. 薬機法に規定する医薬品及びその原料または材料であって薬機法の
  許可を受けた製造所に存するもの(99Mo/99mTcジェネレータ)

3. 医療法に規定する病院又は診療所において行われる治験の対象とさ
     れる薬物(マイクロドーズ試験)、他あり



下限数量

放射性同位元素

放射線を放出する同位元素
及びその化合物並びにこれらの含有物

濃度が定めら
れた値を超える

数量が
下限数量を超える

放射性同位元素
Radio Isotope

Yes

Yes

Yes

放射性同位
元素として

規制を受けない

No

No

No

各核種の下限数量



放射線発生装置

荷電粒子を加速することにより放射線を発生する装置

・直線加速器 (リニアック)

・サイクロトロン

・ベータトロン

・マイクロトロン

・シンクロトロン

・シンクロサイクロトロン

放射線発生装置

装置表面から10㎝での最大線量当量率が、

600nSv/h 以下のものは除く



►放射線・放射性同位元素（Radio Isotope）

►管理区域

►放射線業務従事者

►教育訓練

►健康診断

►被ばくモニタリング

放射性同位元素等規制法



標識

管理区域

研究マネジメント機構RI管理部門 管理区域入口

外部放射線に係る線量、空気中の放射性同位元素の
濃度、ものの表面の放射性同位元素の密度が、一定
レベル以上の値を超える恐れのある場所を管理区域
と設定し、一般人の立入りを制限する(標識の明示)



管理区域の設定基準

(1) 外部放射線の 実効線量 1.3 mSv / 3ヶ月 

(2) 空気中の放射性同位元素の濃度が濃度限度の 1/10 (3ヶ月平均)

(3) 放射性同位元素の表面密度限度の 1/10

(4) 外部放射線量、空気中濃度それぞれの線量限度・濃度限度に対す

る割合が1を越える場所

外部被ばくを考慮

内部被ばくを考慮

管理区域

物の表面汚染



室内 室外

管理区域であることを明示する

所定の標識

みだりに立ち入らない措置
→フェンス､柵



事業所境界
250μSv/３月

（一般公衆1mSv/年）

管理区域と規制値

管理区域

管理区域
1.3mSv/３月



使用の基準

●放射性同位元素、放射線発生装置の使用は使用施設

●非密封放射性同位元素の使用は作業室

●管理区域内での飲食・喫煙の禁止

●管理区域内では専用の作業衣・履物を着用

●表面密度限度を超えないように(汚染の防止)

●管理区域から退出する際は汚染検査

●表面密度限度の1/10を超える管理区域内物品は

管理区域から持ち出さない（物の汚染検査）

●作業室内では排気設備を運転(内部被ばくを防止)

●密封放射性同位元素を使用する際は、紛失・漏えい等を点検

管理区域



保管の基準

●容器に入れ、貯蔵施設(貯蔵室・貯蔵箱)に保管

●貯蔵施設の貯蔵能力を超えて保管しない

●表面密度限度を超えないように(汚染の防止)

●人がみだりに立ち入らないような措置を

講ずること

●貯蔵箱を容易に持ち出せないように措置する

●放射性同位元素がこぼれない構造・浸透

  しない材料の容器に入れて貯蔵する。

（液体RI）

管理区域



廃棄の基準

管理区域

気体状の放射性同位元素は、排気設備に
おいて浄化し、排気する (3月間の平均濃
度が、濃度限度以下)

液体状の放射性同位元素は、排水設備に
おいて浄化し、排水する
(3月間の平均濃度が、濃度限度以下)

固体廃棄物、液体廃棄物(無機液体・有機液体)に
ついては、分別後保管廃棄設備において保管

のちに、日本アイソトープ協会へ廃棄を委託



退出時の汚染状況の測定

管理区域

●測定方法

一般的には放射線測定器(ハンドフットクロスモニター)を用いる

しかし、放射線事業所によっては、表面汚染サーベイメーターで

測定する場合もある。

●測定の対象

①人 (手足及び作業衣）

②物品（普通はサーベイメーター）

●測定のタイミングと場所

退出時に汚染検査室にて行う

α線用サーベイメーター

β線用サーベイメーター

ハンドフットクロスモニタ



►放射線・放射性同位元素（Radio Isotope）

►管理区域

►放射線業務従事者

►教育訓練

►健康診断

►被ばくモニタリング

放射性同位元素等規制法



放射線業務従事者

放射性同位元素（汚染物も含みます）または、放射

線発生装置の取扱や管理または、これに付随する業

務に従事するもので管理区域に立ち入るもの。

放射線業務従事者



放射線業務従事者

区分

項目

放射線業務従事者 取扱等業務従事者 一時的に立ち入る者

管理区域に立ち入り、放
射線の取扱等の業務に従

事する者

管理区域に立ち入らず、
放射線の取扱等の業務に

従事する者

放射線の取扱等の業務以
外で管理区域に立ち入る

者

健康
診断

・立ち入る前
・立ち入った後1年ごと

実施しなくてよい 実施しなくてよい

教育
訓練

・立ち入る前
・立ち入った後1年ごと

・業務に従事する前
・従事した後1年ごと

立ち入る前

被ば
くの
測定

管理区域に立ち入る場合
継続、3月こと
(妊婦女子は1月ごと)

実施しなくてよい
立ち入っている間
ただし、100μSv以下の
時は不要

管理区域内に設置された放射線源や放射
線発生装置の制御・運転を管理区域外にお
いてのみ行う人など



放射線業務従事者心得

1. 個人被ばく線量計は必ず装着し作業をすること

2. 放射線を取り扱うときは､必要最小限にとどめる等
被ばく防止の措置を講ずること

3. 放射線作業中は無用の者を使用場所に立ち入らせない

4. 健康診断及び教育訓練は定期的に受けること

5. 管理区域での飲食､化粧は行わないこと

6. 緊急事態が発生した場合は､まわりの応援を呼び、
速やかに放射線取扱主任者に報告すること

7. 緊急時（火災や地震）の措置として､人体の危機の回避･
事故の拡大防止･速やかな通報に努めること

こういった「注意書き」が入口に掲示されている



放射性同位元素等の規制に関する法律

人の管理

(1) 放射線業務従事者の登録

(2) 教育訓練

(3) 放射線健康診断

はじめて管理区域に立ち入る前に実施

更新者は1年を越えない期間ごとに実施

はじめて管理区域に立ち入る前に受診

更新者は1年を越えない期間ごとに受診

異常被ばくを受けた時は､直ちに受診



(4) 個人被ばくモニタリング

(5) 記録の交付と保管

外部被ばく測定:専用の測定器を使用する

●管理区域に滞在中は継続して着用

●指定の場所に取り付ける

●不均等被ばくがあるときはMAX部位にも着用

健康診断結果と被ばく線量報告を

本人に交付する。

事業所が決められた期間保管する。

特殊健康診断結果

ガラスバッジ

従事者手帳



►放射線・放射性同位元素（Radio Isotope）

►管理区域

►放射線業務従事者

►教育訓練

►健康診断

►被ばくモニタリング

放射性同位元素等規制法



教育訓練

(1) 実施内容

放射線の人体に与える影響 30分 以上

放射性障害の防止に関する法令

及び放射線障害予防規程
30分 以上

放射性同位元素等又は放射線発生装置
（加速器）の安全取扱い

1時間 以上

放射性同位元素等規制法

※この教育訓練時間数は、新規登録者のためのものです。



→ 来年度以降は、教育訓練(更新)の受講が必要！

教育訓練

(2) 実施時期

イ. 放射線業務従事者は始めて管理区域に立ち入る前(新規)

     立ち入った後にあたっては1年を超えない期間ごと(更新)

放射性同位元素等規制法



►放射線・放射性同位元素（Radio Isotope）

►管理区域

►放射線業務従事者

►教育訓練

►健康診断

►被ばくモニタリング

放射性同位元素等規制法



健康診断（問診）

適用法 問診内容

放射性同位元素
等規制法

1. 放射線の被ばく歴の有無

2. 被ばく歴を有するものについては、作業の場所、

内容、期間、線量、放射線障害の有無その他放射  
線による被ばくの状況

労働安全衛生法

(電離則)

1. 被ばく歴の有無

2. 自覚症状の有無

3. 被ばく歴を有するものについては、作業の場所、

 内容及び期間、放射線障害の有無その他放射線に
よる被ばくに関する事項

放射性同位元素等規制法

新規登録者は問診・検査の両方を受けるのが一般的です。



適用法 検査または検診内容

管理区域立入前 管理区域立入後

放射性同
位元素等
規制法

1. 末しょう血液中の血色素量又は

ヘマトクリット値、赤血球数、

白血球数及び白血球百分率

2. 皮膚

3. 眼（医師が必要と認める場合）

医師が必要と認める場合、左記項目

労働安全
衛生法

(電離則)

1. 白血球数及び白血球百分率

2. 赤血球数及び血色素量

又はヘマトクリット値

3. 白内障（使用する線源の種類等

に応じて省略可）

4. 皮膚

前年１年間に受けた実効線量が５ｍ
Svを超えず、かつ、当該健康診断後
の１年間にうける実効線量が５ｍSv
を超えるおそれのないものに対して、
医師が必要と認めないときは左記検査
は要しない。



►放射線・放射性同位元素（Radio Isotope）

►管理区域

►放射線業務従事者

►教育訓練

►健康診断

►被ばくモニタリング

放射性同位元素等規制法



被ばくモニタリング（実効線量限度）

放射線業務従事者の実効線量について、4月1日を始期と

する5年間で100 mSv を超えないこと、

ただし、いかなる1年間も 50 mSvを超えないこと。

男性は胸部、
女性は腹部に装着

放射性同位元素等規制法

ガラスバッジ（千代田テクノル）

ルミネスバッジ（長瀬ランダウア）



※数値は安全と危険の境界
ではない

実効線量限度(放射性同位元素等規制法)

【一般公衆】

1mSv/年

●線量限度が小さい
●妊娠中の女子の線量限度は
別途定める

【通常業務】

50mSv/年
100mSv/5年

【緊急業務】

100mSv

【女子】

5mSv/3か月

妊娠がわかれば、放射線取扱
主任者等に連絡！



等価線量限度

(1) 眼の水晶体 ； 100mSv/5年,５0mSv / 年

(2) 皮膚・手足 ； 500 mSv / 年

 ＊妊娠を申告して使用者等が妊娠の事実を

    知ったときから出産までの間

腹部表面 2 mSv



ガラスバッジ

●各個人に準備され、

1か月ごとに交換

附属病院は安全衛生係又は

放射線科が手配します。

RI管理部門/旦野原地区は
RI管理部門で手配します。

●個人報告書により被ばく

線量が線量限度を超えて

いないことを毎月確認する

放射性同位元素等規制法



放射線業務従事者 個人被ばく線量測定

電子式ポケット線量計

ガラスバッジ(個人用)

○線量が直読できる
○測定精度が高い
○結果を個人で記録する
○やや高価
○衝撃に弱い
○中性子は計りにくい

○小型で安価
○集団での管理に適する
○測定結果が遅れる
○業者に委託必要
○中性子も測定できる



“おそれない”

“あわてない”

“あなどらない”

手袋等で防御し､サーベイメータで汚染をとらえつつ、
除染を行う。

あわててしまうと拾い上げた汚染源を落としたり、
倒したりで、かえって汚染領域を広げてしまう。
落ち着いて除染すること

手袋をし、ろ紙で拭き取っているから大丈夫、汚染範囲
内の除染が終了して一安心・・・ではない!!
手袋は汚染していなかったか?
範囲外に汚染の広がりはないか?

汚染が発生したときの心構え



除染の方法

①同じ実験室内にいる人に、汚染が発生したことを
 知らせる

②身体および衣服などへの汚染がないことを確認

③皮膚についた場合、大量の水で洗い流す

実験室内の広い場所に移動し、実験衣は汚染部分を確認
しながらゆっくり脱ぎ、他に汚染が広がらないよう
ビニル袋に入れる。

水がはねて他の場所を汚染しないよう注意。
ゆるま湯、手洗用石鹸、中性洗剤を使用。
強く擦らず皮膚を傷つけない。
3～4回繰り返し､再度サーベイメータで測定する。



④適切なモニタで汚染区域を確認する

⑤周囲に汚染がないか適切なモニタを使用して
 再確認する

⑥大きな汚染物を取り除き、ビニル袋や廃棄用
   容器に入れる

⑦こぼれた溶液はろ紙や吸収紙で拭き取る。
粉末の場合は箒、掃除機も有効です。

※汚染が生じた時は、まずRI管理者か主任者に相談!!

汚染した区域を明確に示すためテープなどで囲い
はっきりわかるようにする。
実験衣、手袋や保護具を身につける。



放射線障害予防規程

●学内でRIを使用できる事業所（附属病院、RI管理部門）に

それぞれ、予防規程が整備されています。

●予防規程を補助するものとして下部規則が定められてい
る場合があります。

●学内施設を使用せずに、学外の共同利用施設（SPring8, 

J-PARC, 九州シンクロトロン）を使う場合もあります。
学内規程のみではなく共同利用先の予防規程等も十分に
理解しておく必要があります。

●学内でX線発生装置（教育研究用）を使用できる施設が、

旦野原キャンパスにあり予防規程が整備されています。



放射線障害予防規程
管理体制

病院長・機構長（部局長）

放射線安全管理委員会 放射線取扱主任者

放射線業務従事者

管理室長

管理区域の責任者



放射線障害予防規程

登 録

登録申請

教育及び訓練
（新規）

健康診断（管理区域
に立入前）

放射線業務従事者

放射線業務従事者

教育及び訓練
（更新）

健康診断
（問診、検診）

（委員会）

（放射線施設）

（放射線施設）



放射線障害予防規程
放射線業務従事者の義務

1.管理区域立入
2.注意事項、主任者等の指示に従う
3.個人被ばく線量計の着用
4.外部被ばくの防止3原則
（しゃへい、距離、時間の短縮）

5.内部被ばくの防止 飲食・喫煙の禁止等
6.事故防止
7.危険時の連絡体制の確認

使用・保管・廃棄・運搬時の注意



最近の事故報告事例（法令報告）
No 発生日 トラブル内容 施設名 核種 機器

1 2024/5/20 所在不明 海上保安庁羽田航空基地 H-3,Kr-85 非常口、エキサイタ

2 2024/3/12 所在不明 理研計器開発センター Am-241 熱粒子化式センサ

3 2023/11/14 管理区域内漏えい 北越コーポレーション（大阪工場） Kr-85 坪量計（18.5G）

4 2023/10/31 所在不明 筑波大学 Ni-63 ガスクロ

5 2023/10/5 破損に伴う漏えい 福岡県警察第一機動隊 H-3 照準部品

6 2023/8/3 計画外被ばく テクノス三原株式会社 Ir-192 γ線透過試験装置

7 2023/5/12 所在不明 熊本県立大学 Ni-63 ガスクロ

8 2023/2/7 所在不明 日本曹達株式会社 C-14

9 2022/12/23 管理区域外への漏えい 東北医科薬科大学 H-3

10 2022/10/16 計画外被ばく 株式会社ウィズソル（茨城県内） Ir-192 γ線透過試験装置

11 2022/8/5 管理区域外への漏えい 積水メディカル株式会社 H-3,C-14 RI排水管破断

12 2022/4/15 所在不明 防衛省航空自衛隊 Kr-85 エンジン点火装置

13 2022/1/28 管理区域内漏えい 興亜工業（株） Kr-85 坪量計(37G）

14 2021/6/1 管理区域内漏えい 王子エフテックス(株) Kr-85 坪量計(37G)

15 2020/11/30 所在不明 アイバ産業（株） Cs-137 密封線源

16 2020/11/27 計画外被ばく 藤元総合病院 C-11 PET薬剤

17 2020/6/17 所在不明 札幌医科大学 I-125 密封(13.1Mx95）　

18 2020/4/13 排気塔の倒壊 東北大学金属材料研究所 突風による

19 2019/12/16 所在不明 古河機械金属株式会社 Cs-137 密封線源（10M）

20 2019/9/3 管理区域外への漏えい 大日本除蟲菊株式会社 Ni-63 ガスクロ（火災）
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